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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体燃料および気体燃料の両方に対応したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器であっ
て、液体燃料と気体燃料を燃焼する拡散燃焼バーナをガスタービン燃焼器の軸中心に配設
し、液体燃料を供給する液体燃料ノズルと、この液体燃料ノズルの外周側に設置され、気
体燃料を供給する複数の気体燃料噴孔及び燃焼用空気を供給する複数の空気孔を有し、気
体燃料と燃焼用空気が混合する予混合室を備えて液体燃料と気体燃料を燃焼する予混合バ
ーナを前記拡散燃焼バーナの外周側に複数個配設したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼
器において、
　前記予混合バーナは、ガスタービン燃焼器の上流側に設けたエンドカバーに配設された
気体燃料を導く流路と、該予混合バーナに配設されて気体燃料を予混合室に導く気体燃料
流路との接続部に２重管スリーブを設置しており、
　前記２重管スリーブは、気体燃料を流下させる気体燃料流路を有する内側スリーブと、
この内側スリーブの外周側に位置する外側スリーブと、これらの内側スリーブ及び外側ス
リーブとの間に形成された環状の間隙を備えるように構成し、
　前記２重管スリーブは、内側スリーブと外側スリーブとが端部で相互に溶接されており
、前記エンドカバーと前記外側スリーブの一端が溶接されると共に、前記予混合バーナに
配設した気体燃料流路の内壁面と前記外側スリーブの他端が溶接されていることを特徴と
するデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器。
【請求項２】
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　液体燃料および気体燃料の両方に対応したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器であっ
て、液体燃料と気体燃料を燃焼する拡散燃焼バーナをガスタービン燃焼器の軸中心に配設
し、液体燃料を供給する液体燃料ノズルと、この液体燃料ノズルの外周側に設置され、気
体燃料を供給する複数の気体燃料噴孔及び燃焼用空気を供給する複数の空気孔を有し、気
体燃料と燃焼用空気が混合する予混合室を備えて液体燃料と気体燃料を燃焼する予混合バ
ーナを前記拡散燃焼バーナの外周側に複数個配設したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼
器において、
　前記予混合バーナは、ガスタービン燃焼器の上流側に設けたエンドカバーに配設された
気体燃料を導く流路と、該予混合バーナに配設されて気体燃料を予混合室に導く気体燃料
流路との接続部に２重管スリーブを設置しており、
　前記２重管スリーブは、気体燃料を流下させる気体燃料流路を有する内側スリーブと、
この内側スリーブの外周側に位置する外側スリーブと、これらの内側スリーブ及び外側ス
リーブとの間に形成された環状の間隙を備えるように構成し、
　前記２重管スリーブは、内側スリーブと外側スリーブの端部を嵌め合い構造として前記
内側スリーブを外側スリーブの内側に係合させ、
　前記エンドカバーと前記外側スリーブの一端が溶接されると共に、前記予混合バーナに
配設した気体燃料流路の内壁面と前記外側スリーブの他端が溶接されていることを特徴と
するデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器において、
　前記気体燃料流路の内壁面と前記２重管スリーブの外側スリーブの他端とを溶接した溶
接部に近接して、予混合バーナに配設した前記気体燃料流路の内壁面に溝を形成している
ことを特徴とするデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガスタービン燃焼器、特に、バーナを複数個配置したマルチバーナ形式のガ
スタービン燃焼器であって、液体燃料および気体燃料の両方に対応したデュアル燃料焚き
ガスタービン燃焼器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の発電事業では電力需要の逼迫により、燃料の供給が比較的容易な液体燃料など多
様な燃料を使用するニーズが増えており、液体燃料用燃焼器を適用するガスタービン発電
設備が望まれている。
【０００３】
　ガスタービン燃焼器として、環境保護の観点から液体燃料を空気と予め混合してから燃
焼する予蒸発予混合燃焼方式を採用したガスタービン燃焼器がある。
【０００４】
　液体燃料および気体燃料の両方に対応したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器に関す
る技術は、特開２００７－３２７３３８号公報及び特開２００３－１４８７３４号公報に
開示されている。
【０００５】
　これらの技術のうち、特開２００３－１４８７３４号公報には、拡散燃焼バーナを中央
に配置し、その外周に燃料と燃焼用空気を混合する円筒状の混合室を備えた複数の予混合
燃焼バーナを配置する構成のガスタービン燃焼器に関する技術が開示されている。
【０００６】
　この特開２００３－１４８７３４号公報に開示されたガスタービン燃焼器に設置した拡
散燃焼バーナは、燃焼用空気に旋回を与える空気孔が配設され、高温の燃焼ガスを外周方
向に広げることで予混合燃焼バーナの着火源として作用させ、予混合燃焼バーナの燃焼安
定性を向上させている。
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【０００７】
　また前記ガスタービン燃焼器に設置した予混合燃焼バーナは、略軸中心に液体燃料ノズ
ルを配置し、液体燃料ノズルの下流側に混合室を設けた構造である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００７－３２７３３８号公報
【特許文献２】特開２００３－１４８７３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　例えば前記特開２００３－１４８７３４号公報に記載されたようなマルチバーナ形式の
液体燃料および気体燃料の両方に対応したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器の場合に
於いて、液体燃料ノズルがマルチバーナの軸中心に配置されている場合、気体燃料ノズル
をマルチバーナの軸中心以外の場所に配置する必要がある。
【００１０】
　気体燃料はＯリング等を用いて外部に漏れないように密封する方法が考えられる。しか
しながら、燃焼用空気が圧縮機で加圧されているため高温の空気となり、供給される気体
燃料は室温である。そのため、燃焼用空気と気体燃料では温度差が生じるので、Ｏリング
が気体燃料供給時に起こる温度差による熱変形に追従することができず、外部に漏れてし
まう可能性がある。
【００１１】
　Ｏリングの代りに単管のスリーブを設置した場合に、スリーブとエンドカバー、予混合
燃焼バーナを溶接して外部に気体燃料が漏れないようにする方法もあるが、スリーブを溶
接した場合、スリーブに急激な温度変化により単管スリーブが熱収縮して溶接部に過度な
熱応力が作用する可能性がある。
【００１２】
　本発明の目的は、気体燃料供給時に温度差で生じる熱収縮を抑制し、スリーブを取付け
る溶接部に作用する応力を低減させて信頼性に優れた液体燃料および気体燃料の両方に対
応したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器は、液体燃料および気体燃料の両方に対
応したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器であって、液体燃料と気体燃料を燃焼する拡
散燃焼バーナをガスタービン燃焼器の軸中心に配設し、液体燃料を供給する液体燃料ノズ
ルと、この液体燃料ノズルの外周側に設置され、気体燃料を供給する複数の気体燃料噴孔
及び燃焼用空気を供給する複数の空気孔を有し、気体燃料と燃焼用空気が混合する予混合
室を備えて液体燃料と気体燃料を燃焼する予混合バーナを前記拡散燃焼バーナの外周側に
複数個配設したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器において、前記予混合バーナは、ガ
スタービン燃焼器の上流側に設けたエンドカバーに配設された気体燃料を導く流路と、該
予混合バーナに配設されて気体燃料を予混合室に導く気体燃料流路との接続部に２重管ス
リーブを設置しており、前記２重管スリーブは、気体燃料を流下させる気体燃料流路を有
する内側スリーブと、この内側スリーブの外周側に位置する外側スリーブと、これらの内
側スリーブ及び外側スリーブとの間に形成された環状の間隙を備えるように構成し、前記
２重管スリーブは、内側スリーブと外側スリーブとが端部で相互に溶接されており、前記
エンドカバーと前記外側スリーブの一端が溶接されると共に、前記予混合バーナに配設し
た気体燃料流路の内壁面と前記外側スリーブの他端が溶接されていることを特徴とする。
　また、本発明のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器は、液体燃料および気体燃料の両
方に対応したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器であって、液体燃料と気体燃料を燃焼
する拡散燃焼バーナをガスタービン燃焼器の軸中心に配設し、液体燃料を供給する液体燃
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料ノズルと、この液体燃料ノズルの外周側に設置され、気体燃料を供給する複数の気体燃
料噴孔及び燃焼用空気を供給する複数の空気孔を有し、気体燃料と燃焼用空気が混合する
予混合室を備えて液体燃料と気体燃料を燃焼する予混合バーナを前記拡散燃焼バーナの外
周側に複数個配設したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器において、前記予混合バーナ
は、ガスタービン燃焼器の上流側に設けたエンドカバーに配設された気体燃料を導く流路
と、該予混合バーナに配設されて気体燃料を予混合室に導く気体燃料流路との接続部に２
重管スリーブを設置しており、前記２重管スリーブは、気体燃料を流下させる気体燃料流
路を有する内側スリーブと、この内側スリーブの外周側に位置する外側スリーブと、これ
らの内側スリーブ及び外側スリーブとの間に形成された環状の間隙を備えるように構成し
、前記２重管スリーブは、内側スリーブと外側スリーブの端部を嵌め合い構造として前記
内側スリーブを外側スリーブの内側に係合させ、前記エンドカバーと前記外側スリーブの
一端が溶接されると共に、前記予混合バーナに配設した気体燃料流路の内壁面と前記外側
スリーブの他端が溶接されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、気体燃料供給時に温度差で生じる熱収縮を抑制し、スリーブを取付け
る溶接部に作用する応力を低減させて信頼性に優れた液体燃料および気体燃料の両方に対
応したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器が実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施例であるデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器における液体燃
料供給時の状況を示すガスタービン燃焼器の軸方向断面を表わした概略図。
【図２Ａ】図１に示した第１実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器における気体
燃料供給時の状況を示すガスタービン燃焼器の軸方向の部分断面図。
【図２Ｂ】図２Ａに示した第１実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器の軸方向の
部分断面構造を燃焼室から見た平面図。
【図３】図１及び図２に示した第１実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器におけ
る液体燃料及び気体燃料供給時のガスタービン燃焼器の予混合バーナの部分断面を表わし
た断面図。
【図４】図３に示した本発明の第１実施例であるデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器に
おける気体燃料供給時のガスタービン燃焼器の予混合バーナに備えた２重管スリーブの部
分断面を表わした断面図。
【図５】本発明の第２実施例であるデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器における気体燃
料供給時のガスタービン燃焼器の予混合バーナに備えた２重管スリーブの部分断面を表わ
した断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の実施例である気体燃料と液体燃料を燃料として使用するデュアル燃料焚きガス
タービン燃焼器について、図面を参照して以下に説明する。
【実施例１】
【００１７】
　本発明の第１実施例である気体燃料と液体燃料を燃料として使用するデュアル燃料焚き
ガスタービン燃焼器について、図１～図４を参照して説明する。
【００１８】
　図１及び図２に示した本発明の第１実施例である気体燃料と液体燃料を燃料として使用
するデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１において、本実施例のデュアル燃料焚きガス
タービン燃焼器１は、デュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１の軸方向中心側に液体燃料
１００及び気体燃料２００を燃焼室５０に噴射して燃焼する１個の拡散燃焼バーナ２０が
配設され、この拡散燃焼バーナ２０の外周側に複数個の予混合バーナ３０、例えば、液体
燃料１００と気体燃料２００を燃焼室５０に噴射して燃焼する６個の予混合バーナ３０が
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相互に離間して拡散燃焼バーナ２０の外周側にそれぞれ配設されている。
【００１９】
　ガスタービン燃焼器１の胴体内側には略円筒状の燃焼室５０が形成されており、拡散燃
焼バーナ２０及び予混合バーナ３０から供給した液体燃料１００及び気体燃料２００をこ
の燃焼室５０に供給して燃焼するように構成している。
【００２０】
　ガスタービン燃焼器１の燃焼室５０で燃焼して発生した燃焼ガスは、ガスタービン燃焼
器１からタービン３に供給されて該タービン３を駆動し、タービン３に連結した発電機４
を回転させて発電する。
【００２１】
　また、タービン３の駆動によってタービン３に連結した圧縮機２を回転させ、ガスター
ビン燃焼器１に供給する燃焼用空気３００を圧縮機２からガスタービン燃焼器１に供給し
ている。
【００２２】
　ガスタービン燃焼器１の軸方向中心側に設置された拡散燃焼バーナ２０には、液体燃料
１００を供給する液体燃料ノズル２７と、この液体燃料ノズル２７の外周側に設置されて
おり、気体燃料２００を供給する気体燃料ノズル２２と、この気体燃料ノズル２２から供
給された気体燃料２００を混合室２１に供給する多数の気体燃料噴霧孔２３及び燃焼用空
気３００を該混合室２１に供給する多数の空気孔２４を有する円錐プレート２５が備えら
れている。
【００２３】
　円錐プレート２５によって形成された混合室２１は、ガスタービン燃焼器１の燃焼室５
０に面するように拡散燃焼バーナ２０の先端側に形成されている。
【００２４】
　気体燃料ノズル２２から噴霧されて、円錐プレート２５の気体燃料噴霧孔２３から供給
された気体燃料２００と、円錐プレート２５の空気孔２４から供給された燃焼用空気３０
０とを混合させるために、前記円錐プレート２５によって区画された略円錐状の混合室２
１が拡散燃焼バーナ２０の先端側に形成されている。
【００２５】
　そして、円錐プレート２５の気体燃料噴霧孔２３から前記混合室２１に供給された気体
燃料２００は、円錐プレート２５の空気孔２４から供給された燃焼用空気３００と前記混
合室２１内で混合された後に、混合室２１の下流側となるガスタービン燃焼器１の燃焼室
５０に流入して燃焼するように構成されている。
【００２６】
　またガスタービン燃焼器１の拡散燃焼バーナ２０の外周側に６個設置された予混合バー
ナ３０には、液体燃料１００を噴霧する液体燃料ノズル６０を備え、この液体燃料ノズル
６０の下流側となる予混合バーナ３０の先端側となる該予混合バーナ３０の部材に備えら
れた略円筒状の予混合室３１を形成する壁面には、気体燃料２００を予混合室３１に供給
する複数の気体燃料噴孔３２と、燃焼用空気３００を予混合室３１に供給する複数の空気
孔３３がそれぞれ設けられており、前記気体燃料噴孔３２から予混合室３１に供給された
気体燃料２００は、空気孔３３から予混合室３１に供給された燃焼用空気３００と前記予
混合室３１内で混合された後に、下流側の燃焼室５０に流入して燃焼するように構成され
ている。
【００２７】
　このデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１は、燃料として液体燃料１００と気体燃料
２００を供給するガスタービン燃焼器の燃料供給系統は、燃料タンク（図示せず）から液
体燃料１００を、拡散燃焼バーナ２０の液体燃料ノズル２７、及び拡散燃焼バーナ２０の
外周側に６個設置された予混合燃焼バーナ３０の液体燃料ノズル６０にそれぞれ供給する
複数の液体燃料供給系統１１０を備えている。
【００２８】
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　またデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１は、気体燃料タンク（図示せず）から気体
燃料２００を前記予混合燃焼バーナ３０の気体燃料噴孔３２を通じて予混合室３１に供給
する複数の気体燃料供給系統２１０を備えており、更に、燃焼用空気３００を前記予混合
燃焼バーナ３０の空気孔３３を通じて予混合室３１に供給して前記予混合室３１内で気体
燃料２００と燃焼用空気３００とを混合した後に、下流側の燃焼室５０に流入して燃焼す
るように構成されている。
【００２９】
　液体燃料供給系統１１０及び気体燃料供給系統２１０はデュアル燃料焚きガスタービン
燃焼器１の上流側に設けられたエンドカバー４０に接続されており、気体燃料供給系統２
１０を通じて供給された気体燃料２００がガスタービン燃焼器１に設けた拡散燃焼バーナ
２０及び予混合燃焼バーナ３０にそれぞれ供給され、下流側の燃焼室５０で燃焼するよう
に構成されている。
【００３０】
　また、液体燃料供給系統１１０を通じて供給された液体燃料１００がガスタービン燃焼
器１に設けた拡散燃焼バーナ２０の液体燃料ノズル２７及び予混合バーナ３０に設けた液
体燃料ノズル６０にそれぞれ供給され、下流側の燃焼室５０で燃焼するように構成されて
いる。
【００３１】
　本実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１に設置された前記拡散燃焼バーナ２
０には、気体燃料２００をガスタービン燃焼器１の拡散燃焼バーナ２０に形成した略円錐
状の混合室２１に供給する気体燃料ノズル２２と、この気体燃料ノズル２２から噴出する
気体燃料２００を略円錐状の混合室２１内に導くように、円錐プレート２５に気体燃料噴
孔２３が形成されている。
【００３２】
　前記気体燃料ノズル２２は、拡散燃焼バーナ２０の円錐プレート２５に燃焼用空気３０
０を導くように形成した空気孔２４の上流側に近接した位置に配置されている。
【００３３】
　気体燃料２００は空気孔２４内および混合室２１で燃焼用空気３００と混合しながら燃
焼室５０へ供給される。
【００３４】
　また、ガスタービン燃焼器１に設置された前記予混合燃焼バーナ３０に形成した略円錐
状の予混合室３１には、気体燃料２００を供給する気体燃料噴孔３２と、燃焼用空気３０
０を供給する空気孔３３が予混合室３１の壁面にそれぞれ設けられており、予混合燃焼バ
ーナ３０の軸中心には液体燃料１００を供給する液体燃料ノズル６０が設けられている。
【００３５】
　気体燃料噴孔３２から供給された気体燃料２００は空気孔３３および予混合室内３１で
燃焼用空気３００と混合しながら燃焼室５０へ供給される。
【００３６】
　液体燃料１００を供給する場合と同様に、気体燃料２００と燃焼用空気３００の混合気
は燃焼室５０内で燃焼して高温の燃焼ガスとなり、タービン３を駆動する。
【００３７】
　本実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１の上流側には、液体燃料１００と気
体燃料２００の両方が供給されるエンドカバー４０が設けられており、このエンドカバー
４０をベースにして、その下流側に拡散燃焼バーナ２０と６個の予混合燃焼バーナ３０が
それぞれ取付けられている。
【００３８】
　本実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１について、拡散燃焼バーナ２０と予
混合燃焼バーナ３０の配列について図２を用いて説明する。
【００３９】
　本実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１においては、１個の拡散燃焼バーナ
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２０を中心にして、予混合燃焼バーナ３０を全周に６個、ボルト締めで固定されている。
【００４０】
　図２で示した通り、６個設けた各予混合燃焼バーナ３０の軸中心位置には液体燃料ノズ
ル６０が備えられている。その為、気体燃料２００を予混合燃焼バーナ３０の予混合室３
１に供給する気体燃料噴孔３２は液体ノズル６０から離した位置に設ける必要がある。
【００４１】
　次に本実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１における予混合燃焼バーナ３０
に供給される液体燃料１００と気体燃料２００の流路について図３を用いて説明する。
【００４２】
　図３に示したように、気体燃料２００はエンドカバー４０内部を通り予混合燃焼バーナ
３０に形成された気体燃料噴孔３２へ流れていく。そして気体燃料噴孔３２を通過後に、
前記気体燃料２００は予混合燃焼バーナ３０の空気孔３３で燃焼用空気３００と混ざりな
がら予混合室３１に供給される。
【００４３】
　また、図３に示したように、液体燃料１００は予混合燃焼バーナ３０の軸中心に設けら
れた液体燃料ノズル６０から予混合室３１に供給される。
【００４４】
　気体燃料２００が通過する気体燃料流路と液体燃料１００が通過する液体燃料流路がエ
ンドカバー４０と予混合燃焼バーナ３０にそれぞれ存在することになる。
【００４５】
　そこで、エンドカバー４０に配設した気体燃料２００が流れる気体燃料流路４０ａと、
エンドカバー４０に設置する予混合燃焼バーナ３０に配設した気体燃料２００が流れる気
体燃料流路３０ａとの接続部に、内側スリーブ８１と外側スリーブ８２から構成される２
重管スリーブ８０を組込み、２重管スリーブ８０を流下する気体燃料２００が該２重管ス
リーブ８０から予混合燃焼バーナ３０の外周となる燃焼用空気３００側へ漏れないように
、前記２重管スリーブ８０の外側スリーブ８２の一方の端部をエンドカバー４０の側面に
溶接する溶接部１０と、外側スリーブ８２の他方の端部を予混合燃焼バーナ３０の気体燃
料流路３０ａの内壁面に溶接する溶接部１１をそれぞれ設けて固定したものである。
【００４６】
　２重管スリーブ８０をエンドカバー４０の側面と溶接する為に、エンドカバー４０の側
面に面した予混合燃焼バーナ３０の端部には切り欠き部３６を設けている。切り欠き部３
６の形状は一部溝を掘り込んである形状となっている。
【００４７】
　予混合燃焼バーナ３０に気体燃料２００を供給する時に、エンドカバー４０と予混合燃
焼バーナ３０に対して設けられ、低温の気体燃料２００を供給する２重管スリーブ８０の
構造について図４を用いて説明する。
【００４８】
　図４に示したように、エンドカバー４０と予混合燃焼バーナ３０に対して気体燃料２０
０が燃焼用空気３００側へ漏れないように設けられた２重管スリーブ８０の構造は、円筒
状の内側スリーブ８１と、この内側スリーブ８１の外周側に設置され、該内側スリーブ８
１と同心状の円筒状の外側スリーブ８２との２種類のスリーブを組合せて構成されている
。
【００４９】
　２重管スリーブ８０を構成する内側スリーブ８１は、エンドカバー４０に形成した気体
燃料流路４０ａから予混合燃焼バーナ３０に形成した気体燃料流路３０ａに流下する気体
燃料２００が直接接触するスリーブであり、内側スリーブ８１に低温の気体燃料２００を
供給することによって該内側スリーブ８１が急激な温度変化を受ける為に大きな熱収縮が
発生するスリーブとなる。
【００５０】
　また、前記内側スリーブ８１の内径は、一部オリフィスの役目を担っており、予混合燃
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焼バーナ３０の気体燃料流路３０ａを流下する気体燃料２００の流量の偏差を抑制する機
能を有している。
【００５１】
　２重管スリーブ８０を構成する外側スリーブ８２は、気体燃料２００に直接接触するこ
とは無いが内側スリーブ８１からの熱伝達によって熱収縮が与えられるスリーブである。
【００５２】
　外側スリーブ８２は、主にエンドカバー４０の側面及び予混合燃焼バーナ３０の気体燃
料流路３０ａの内壁面と溶接部１０、溶接部１１にて固定される役割を持っており、更に
前記内側スリーブ８１と外側スリーブ８２との上流側の端部を溶接部１２で溶接して固定
することで２重管スリーブ８０を構成している。
【００５３】
　図４に示したように、２重管スリーブ８０を構成する内側スリーブ８１と外側スリーブ
８２との上流側の端部が溶接部１２で溶接されており、前記内側スリーブ８１と前記外側
スリーブ８２との間には、上流側の端部と下流側の端部を除いて環状の間隙８３が形成さ
れている。
【００５４】
　また、前記２重管スリーブ８０を構成する内側スリーブ８１と外側スリーブ８２との下
流側の端部は、内側スリーブ８１の外周側が外側スリーブ８２の内周側に相互に嵌め合う
構造となっている。
【００５５】
　更に前記２重管スリーブ８０は、図４に示したように、２重管スリーブ８０を構成する
外側スリーブ８２の上流側が、前記エンドカバー４０の側面に全周隅肉溶接された全周隅
肉溶接部１０によって固定され、前記外側スリーブ８２の下流側が、前記予混合燃焼バー
ナ３０の気体燃料流路３０ａの内壁面に全周レ型隅肉溶接された全周レ型隅肉溶接部１１
によって固定された構造となっている。
【００５６】
　そして、図３及び図４に示すように、前記２重管スリーブ８０は、エンドカバー４０及
び予混合燃焼バーナ３０の両者に対して、前記２重管スリーブ８０の外側スリーブ８２に
前記全周隅肉溶接部１０及び全周レ型隅肉溶接部１１をそれぞれ設けて固定することによ
り、２重管スリーブ８０の内側スリーブ８１に低温の気体燃料２００を供給する場合でも
、２重管スリーブ８０を構成する外側スリーブ８２に生じる熱収縮が緩和されて前記２重
管スリーブ８０の寿命が延び、
２重管スリーブ８０を流下する気体燃料２００が予混合燃焼バーナ３０の外周側となる燃
焼用空気側３００側に漏れることを防止している。
【００５７】
　更に、エンドカバー４０及び予混合燃焼バーナ３０に対して設けた前記２重管スリーブ
８０を構成する内側スリーブ８１と外側スリーブ８２の下流側の端部を、図４に示したよ
うに、内側スリーブ８１の外周側が外側スリーブ８２の内周側に相互に嵌め合う嵌め合い
構造にすることにより前記内側スリーブ８１を外側スリーブ８２の内側に係合させている
。
【００５８】
　この結果、前記２重管スリーブ８０の内側スリーブ８１を気体燃料２００が流下する際
に、内側スリーブ８１に気体燃料２００の流下によって発生する振動応力が少なくなり、
前記内側スリーブ８１を通過する気体燃料２００に生じる流量偏差のバラつきが抑制でき
る。
【００５９】
　また、前記２重管スリーブ８０を構成する内側スリーブ８１と外側スリーブ８２との間
に環状の間隙８３を形成することにより、内側スリーブ８１が気体燃料２００供給時に受
ける熱伝達を外側スリーブ８２に伝えにくくして、外側スリーブ８２の熱収縮を抑制する
ことができる。
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【００６０】
　２重管スリーブ８０の内側スリーブ８１と外側スリーブ８２との間に形成した環状の間
隙８３によって外側スリーブ８２の熱収縮を抑制することにより、エンドカバー４０の側
面との全周隅肉溶接部１０で溶接されている外側スリーブ８２の上流側の部分と、下流側
の予混合燃焼バーナ３０の気体燃料流路３０ａの内壁面との全周レ型隅肉溶接部１１で溶
接されている外側スリーブ８２の下流側の部分の熱収縮もそれぞれ抑制されて、２重管ス
リーブ８０の外側スリーブ８２に形成した前記全周隅肉溶接部１０及び全周レ型隅肉溶接
部１１に与える熱応力も緩和されるため、安全性に優れたデュアル燃料焚きガスタービン
燃焼器となる。
【００６１】
　また、気体燃料２００を２重管スリーブ８０に供給する際に、気体燃料２００に発生す
る燃料の渦によって２重管スリーブ８０の内側スリーブ８１が周方向に回転して該内側ス
リーブ８１に磨耗が生じるのを防止するため、内側スリーブ８１と外側スリーブ８２の上
流側の端部を図４に示すように溶接部１２で溶接して固定することによって、気体燃料２
００の供給時に発生する燃料の渦に起因して内側スリーブ８１の周方向の回転を防止して
該内側スリーブ８１の磨耗防止を図り、２重管スリーブ８０の寿命を長期に保つことが可
能となる。
【００６２】
　更に、予混合燃焼バーナ３０に形成された気体燃料２００を流下させる気体燃料流路３
０ａの内壁面に溝３７を設けることにより、エンドカバー４０及び混合燃焼バーナ３０に
対して設けた前記２重管スリーブ８０に低温の気体燃料２００を供給する時に、前記予混
合燃焼バーナ３０の気体燃料流路３０ａを形成する内壁面と２重管スリーブ８０の下流側
の端部とを接合する溶接部（全周レ型隅肉溶接）１１の形成によって生じた外側スリーブ
８２の熱収縮により発生する応力を、前記２重管スリーブ８０の下流側の端部の溶接部１
１に近接させて、前記混合燃焼バーナ３０の気体燃料流路３０ａの内壁面に形成した溝３
７の溝端部３７ａを変形させることにより低減する構造である。
【００６３】
　即ち、この２重管スリーブ８０の下流側端部に設けた前記溶接部１１によって生じる前
記２重管スリーブ８０の外側スリーブ８２の熱収縮に伴って、予混合燃焼バーナ３０の気
体燃料流路３０ａの内壁面に設けた前記溝３７の溝端部３７ａを変形させることで、外側
スリーブ８２の変形量を低減させることができる。
【００６４】
　前記２重管スリーブ８０の下流側の端部の溶接部１１に近接させて、予混合燃焼バーナ
３０の気体燃料流路３０ａの内壁面に溝端部３７ａを有する前記溝３７を設けることによ
り、この外側スリーブ８２の熱収縮によって発生する応力を溝３７の溝端部３７ａの変形
によって低減させて、前記２重管スリーブ８０の寿命を長期間保つことができ、かつ信頼
性に優れたデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器が実現できる。
【００６５】
　本実施例によれば、気体燃料供給時に温度差で生じる熱収縮を抑制し、スリーブを取付
ける溶接部に作用する応力を低減させて信頼性に優れた液体燃料および気体燃料の両方に
対応したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器が実現できる。
【実施例２】
【００６６】
　次に本発明の第２実施例である気体燃料と液体燃料を燃料として使用するデュアル燃料
焚きガスタービン燃焼器について、図５を参照して説明する。
【００６７】
　図５に示した本実施例の気体燃料と液体燃料を使用するデュアル燃料焚きガスタービン
燃焼器１は、図１～図４に示した第１実施例の気体燃料と液体燃料を燃料として使用する
デュアル燃料焚きガスタービン燃焼器と基本的な構造は同じなので、両者に共通した説明
は省略し、相違する構成についてのみ以下に説明する。
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【００６８】
　図５に示した本実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１において、エンドカバ
ー４０と予混合燃焼バーナ３０に対して設けられた２重管スリーブ８０が、前記２重管ス
リーブ８０を構成する内側スリーブ８１と外側スリーブ８２との上流側の端部を溶接せず
当接させ、前記２重管スリーブ８０を構成する内側スリーブ８１と外側スリーブ８２との
下流側の端部は、内側スリーブ８１の外周側が外側スリーブ８２の内周側に相互に嵌め合
う構造となっている。
【００６９】
　即ち、本実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１では、エンドカバー４０と予
混合燃焼バーナ３０に対して設けられた２重管スリーブ８０を構成する内側スリーブ８１
と外側スリーブ８２の端部の一方側に間隔８５形成し、前記両者の端部の他方側は当接さ
せて、両者を溶接せずに嵌め合う構造で２重管スリーブ８０を構成したものである。
【００７０】
　本実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１の前記２重管スリーブ８０を構成す
る内側スリーブ８１を外側スリーブ８２に溶接せずに嵌め合い構造とすることによって、
内側スリーブ８１に低温の気体燃料２００を供給する場合でも内側スリーブ８１から外側
スリーブ８２に伝わる熱伝達率が更に低くなり、２重管スリーブ８０を構成する内側スリ
ーブ８１に低温の気体燃料２００を流下させた際に２重管スリーブ８０を構成する外側ス
リーブ８２に生じる熱収縮を更に緩和することが可能となる。
【００７１】
　そして本実施例のデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器１の２重管スリーブ８０におい
ては、図５に示したように、前記２重管スリーブ８０を構成する外側スリーブ８２の上流
側が前記エンドカバー４０の側面に全周隅肉溶接部１０によって溶接されて固定する箇所
と、前記外側スリーブ８２の下流側が前記予混合燃焼バーナ３０の気体燃料流路３０ａの
内壁面に全周レ型隅肉溶接部１１によって溶接されて固定する箇所を設けることによって
、２重管スリーブ８０の内側スリーブ８１に低温の気体燃料２００を供給する場合でも、
２重管スリーブ８０を構成する外側スリーブ８２に生じる熱収縮が緩和されて前記２重管
スリーブ８０の溶接部１０、１１に作用する応力を低減させた構造にすることにより、前
記２重管スリーブ８０の寿命を長期で保つことができ、２重管スリーブ８０を流下する気
体燃料２００が予混合燃焼バーナ３０の外周側となる燃焼用空気３００側に漏れることを
防止して、信頼性に優れたデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器が実現できる。
【００７２】
　本実施例によれば、気体燃料供給時に温度差で生じる熱収縮を抑制し、スリーブを取付
ける溶接部に作用する応力を低減させて信頼性に優れた液体燃料および気体燃料の両方に
対応したデュアル燃料焚きガスタービン燃焼器が実現できる。
【符号の説明】
【００７３】
　１：ガスタービン燃焼器、１０：全周隅肉溶接部、１１：全周レ型隅肉溶接部、１２：
溶接部、２０：拡散燃焼バーナ、２１：混合室、２２：気体燃料ノズル、２３：気体燃料
噴孔、２４：空気孔、２５：円錐プレート、３０：予混合燃焼バーナ、３０ａ：気体燃料
流路、３１：予混合室、３２：気体燃料噴孔、３３：空気孔、３６：切り欠き部、３７：
溝、３７ａ：溝端部、４０：エンドカバー、４０ａ：気体燃料流路、５０：燃焼室、６０
：液体燃料ノズル、８０：２重管スリーブ、８１：内側スリーブ、８２：外側スリーブ、
８３：環状の間隙、８５：間隔、１００：液体燃料、１１０：液体燃料供給系統、２００
：気体燃料、２１０：気体燃料供給系統、３００：燃焼用空気。
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